
 

 

 

 

 

  ｐｏｐＬＡ評価 

 

   ｐｏｐＬＡはＷＩＭＶ法とＨａｒｍｏｎｉｃ法の２種類のＯＤＦ解析が可能 

   そのＯＤＦの挙動を調べる。 

 

 

 

結果 

 ＷＩＭＶ法とＬａｂｏＴｅｘの値はほぼ同じと考えられる。 

 Ｈａｒｍｏｎｉｃ法はＳｔａｎｄａｒａｄＯＤＦと同じ級数展開法であるが 

ＳｔａｎｄａｒａｄＯＤＦの奇数項計算がないため、ゴーストの影響が大きい。 

ｐｏｐＬＡは極点図の範囲が０－＞８０で設計されているため、７０，６５と範囲は狭くなると 

その影響が再計算極点図で確認出来る。 

 

ＡＤＣ法やＷＩＭＶ法は少ない極点図、範囲の狭い極点図の解析も可能はＯＤＦであるが 

ｐｏｐＬＡは０－＞８０で設計されているため、Ｓｃｈｕｌｚスリットを用いた０－＞７５が 

限度であろう。 

 

 

 

 

 

  

   ２０１１年０１月０６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ 

 

 

 

 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘで brass,copper を各々１０％の VolumeFraction を作成し、PF を Export して 

   {111},{200},{220}極点図の範囲を狭めた場合、ODF 解析がどのようになるかチェックする。 

ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ 

  

 

Export 極点図 

 

 



０－＞９０ ｂｃ９０ 

 

WIMV 法（SOD）   HAMONIC 法（SHD  

max=26.8                                   max=9.6 

 

WIMV 法(WPF) 

 

HAMONIC 法（HPF） 

 



０－＞８５ ｂｃ８５ 

 

WIMV 法(BC85.SOD)  HAMONIC 法（SHD）  

 

WIMV 法(WPF) 

 

HAMONIC 法（HPF） 

 



０－＞８０ 

 

WIMV 法     HAMONIC 法（SHD）  

 

WIMV 法(WPF) 

 

HAMONIC 法（HPF） 

 



０－＞７５ 

 

WIMV 法        HAMONIC 法（SHD）  

 

WIMV 法(WPF) 

 

HAMONIC 法（HPF） 

 



０－＞７０ 

 

WIMV 法      HAMONIC 法（SHD）  

 

WIMV 法(WPF) 

 

HAMONIC 法（HPF） 

 



０－６５ 

 

WIMV 法            HAMONIC 法（SHD）は解析出来ない 

 

WIMV 法(WPF) 

 

 

使用したソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘ 3.0（完全極点図作成） 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３ 7.103GT（極点図の範囲制限）  

 ｐｏｐＬＡ (Version May 1999) 

 ODFDisplay 1.103GT （ＯＤＦ図描画） 

 popLADatatoTXT2 1.316GT （極点図描画） 

 


